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労働時間短縮と国民生活












































国 計 】年次有給欠勤日数労働日数 欠勤日数 休日日数 週休日数
日 本 365 251 3 9 105 85
ア メ リカ 365 233 6 19 113 104
イギ リス 365 229 11 24 112 104
西 ドイツ 365 221 11 29 115 104
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(2)残業､休 日出勤が多いこと
所定外労働時間において も､欧米先進諸国よ り
かな り多 くなっている (表 1-2)｡ この背景には､
日本的な雇用慣行である終身雇用制度が関わって
いるとされている 2日 3〕｡すなわち､わが国では､
景気の動向によ り雇用人員の増減 を安易に行 うこ
とはな く､好況により仕事量が多い ときには､残
業や休 日出勤､あるいはパー トタイマーの導入に
表 1-2 年間夷労働時間 (製造業 ･生産労働者)
よって対応す ることが多い｡ しか し､不況の とき
に も､欧米のようにレイオフ (lay-off)が行われ





こと､ 自分の業務は残業 をして も責任 をもってこ
(単位 時間)
辛 日 本 ア メ リ カ イ ギ リ ス 旧西 ドイツ フ ラ ン ス
1975 2,043 1,881 1,923 1.678 1,830
1978 2,137 1,924 1,955 1.719 1,772
1979 2,162 1,919 - -
1980 2,162 1,893 1,91047 1.656ー71
1981 2,146 1,888 1,717
1982 2,136 1,851 -
1983 2,152 1,908 -
4 79 937 1,647
1985 2,168 1,929 1,952 1.659 1,643
1986 2,150(212) 1,930(177) 1,938(161) 1.655(83) 1,643(-)
1987 2,168(224) 1,940(192) 1,947(177) 1.642(78) 1,645(-)
1988 2,189(253) 1,962(203) 1,961(187) 1ー642(83) 1,647(-)









表 1-3 常用労働者 1人平均年間実労働時間数 (従業貞規模別)
単位 :時間
時間午 計 30-99人 100-499人 500人以上絶実労働時間 所定内 所定外 総実労働時間 所定内 所定外 絵美労働時間 所定内 所定外 給実労働時間 所定内 所定外
労 働 労 働 労 働 労 働 労 働 労 働 労 働 労 働
時 間 時 間 時 間 時 間 時 間 時 間 時 間 時 間
1980(昭55) 2,109 1,947 162 2,134 1,996 138 2,090 1,930 160 2,093 1,883 210
1985(昭60) 2,110 1,932 178 2,117 1,970 147 2,104 1,924 180 2,102 1,872 230
1987(昭62) 2,111 1,922 189 2,118 1,955 163 2,104 1,914 190 2,105 1,866 239






















































































































































































































































































































































































(資料出所) 仝 日通労組 ｢第6回組合員意識調査｣(1991)
図2-2 職場の同僚とのつき合い万
一123-
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